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　看護実践能力向上のためのシリー

ズとして，排泄援助に関する DVD 

が 2 本発刊された。

●排泄援助の技術 1

　排泄のメカニズム，排泄障害のア

セスメントプロセスなどの基本知識

をおさらいすることができる。

　排泄ケアの実際としては，便器・

尿器・オムツの当て方，殿陰部洗浄

の方法，導尿，膀胱留置カテーテル，

浣腸の基本的な看護技術が説明され

ている。

　また，排泄に関する歴史にも触れ

ており，“現在の便器やポータブルト

イレを連想させるものがこんな時代

からあったとは……”と思ってしま

うような，興味深い歴史も紹介され

ている。排泄に関する日本古来の文

化にも焦点をあて，羞恥心や尊厳に

対して十分に配慮したケアが必要で

あると説明されている。

●排泄援助の技術 2

　急性期を脱した脳卒中患者の排泄

に関するアセスメント，看護計画の

立案と実際，退院準備までのアプ

ローチが段階的に説明されており，

骨盤底筋体操の実際も紹介されてい

る。在宅で生活の幅を広げるための

リハビリや，セルフケア確立に向けて 

の看護展開にも参考になるであろう。

　シリーズ 1・2 ともに，基本的な

看護を学ぶ，あるいは復習をすると

いった時に役立つ教材であり，訪問

看護・訪問介護に初めて従事する，

あるいはブランクのある看護職・介

護職が復職する際の研修などに活用

するのもよいと思われる。

　また，家族が介護技術を習得する

際の視覚的教材として見ていただく

ことも，有効な家族指導・介護指導

になるだろう。

　だが，各ステーションで購入する

には，金額がはるかもしれない。各

地域の訪問看護連絡協議会や法人な

どで購入し，複数のステーションで

活用していける教材とするのも 1 

つの考え方だろう。

　病院や施設ではなく，生活の場で

ある在宅でのケアでは，各利用者の

家屋状況もさまざまで，基本通りに

いかないことのほうが多いのではな

いだろうか。

　しかし個々の家で異なる状況のな

か，介護される側も，家族を含むケ

ア提供者側も，双方が安楽に安全に

ケアを展開するためのアレンジをし

ていかなければならない。

　このアレンジは基本的な看護技術

を押さえていなければできないこと

である。

　その上で，その利用者宅の間取り

や家具の位置，家族の介護力・理解

力，経済的状況などを加味しながら

看護を展開することになる。

　時にはオムツなどをふんだんに使

えないこともあるだろう。排泄パ

ターンや介護状況，経済的負担を考

慮した上で，各オムツの吸収量など

を比較し使用するオムツの選択をし

たり，当て方の工夫や殿陰部洗浄時

の使用物品の工夫なども必要となる。

　自動採尿器やコンドーム型収尿

器，皮膚保護剤付き収尿器など，オ

ムツ以外の排泄用具の検討も必要に

なることがあるかもしれない。

　また，浣腸も在宅では必ずしも臥

位でできるとも限らない。立位での

浣腸の危険性とそのような状況下で

の工夫なども実践に即した知識とし

て必要である。

　今後在宅という現場でより活用で

きる教材を考えるとすれば，これら

の事柄についても加えていただきた

いと思う。
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